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【人口ピラミッド】

狭山市と日本の人口
形態はほぼ同じ形を
成している 0 1 2 3 4 5 6012345
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現
在
、日
本
の
人
口
グ
ラ
フ
は
、

30
〜
34
歳
が
一
つ
の
山
、そ
し
て
、

そ
の
親
の
世
代
の
55
〜
59
歳
が
も

う
一
つ
の
山
を
作
っ
て
い
ま
す
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２
０
０
７
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定
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退
職
を
迎
え
る
時
期
に
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こ
る
、日
本
の
社
会
構
造
上
の
問

題
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
と
ら
え
て

い
る
も
の
で
す
。大
量
リ
タ
イ
ア

で
発
生
す
る
Ｇ
Ｄ
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国
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総
生

産
）の
減
少
や
年
金
負
担
の
増
大
、

技
術
の
空
洞
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な
ど
の
経
済
的
な

影
響
、そ
し
て
、い
わ
ゆ
る「
会
社
人
間
の

地
域
デ
ビ
ュ
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挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
の
人
口
の
う
ち
65
歳
以
上
人
口
は

２
千
５
３
２
万
人
、約
20
％
で
す
。そ
し
て

55
〜
59
歳
人
口
は
約
８
％
、９
９
９
万
人

で
す
。こ
の
世
代
が
65
歳
以
上
と
な
る
10

年
後
に
は
、日
本
人
の
26
％
が
65
歳
以
上

に
な
る
と
の
見
方
が
あ
り
ま
す（
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
）。

生
き
が
い
を
失
わ
な
い
た
め
に
…

　
「
仕
事
一
筋
」の
団
塊
の
世
代
。退
職
す

る
こ
と
で
目
標
を
失
い
、生
き
が
い
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
方
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
と
き
、本

人
、そ
し
て「
会
社
人
間
」を
迎
え
る
家
族

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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今
、市
内
で
活
躍
中
の
シ
ニ
ア
世
代
に

は
、地
方
か
ら
進
学
・
就
職
な
ど
で
首
都
圏

に
出
て
き
て
狭
山
市
に
住
み
始
め
、定
年

退
職
を
し
た
後
も
故
郷
へ
は
帰
ら
ず
に
、

「
狭
山
を
終つ

い

の
棲す

み

家か

に
し
よ
う
」と
考
え
て

い
る
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

７
月
に
行
っ
た
市
民
意
識
調
査
で
は
、62
・

４
％
の
方
が
、「
住
み
や
す
い
・
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
住
み
や
す
い
」と
し
、83
・
４
％

の
方
が
狭
山
市
は「
住
む
と
こ
ろ
」と
回
答

し
て
い
ま
す
。ま
た
、居
住
年
数
が
長
い
ほ

ど
市
政
へ
の
関
心
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
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る
た
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く
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「
暮
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ま
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と
変
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っ
て
き
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と
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ら
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。こ
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い
っ
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狭
山
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に
根
付
こ
う
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

特
に「
狭
山
の
ま
ち
を
再
発
見
し
、こ
の
ま

ち
を
よ
く
し
よ
う
」と
い
う
意
識
が
強
く

働
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
中
に
芽
生
え
て
き
た「
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
」が
、ま
ち
を
動
か
す
原
動

力
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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私のふるさとは狭山市です

　私は、昭和51年に東京都から
狭山市に引っ越してきました。
理由は「緑が多かったから」と
単純でいずれは生まれ故郷に
帰るつもりでいました。そんな
気持ちが変わったのは､故郷で
の同窓会に参加してからです。
なぜ、狭山を「終の棲家」にしようと決めたのか…。そ
れは、「人とのつながり、人の輪」を考えての結論で
した。幼いころの仲間も大切ですが、振り返ってみる
と、狭山市に住んでから少しずつ増えた仲間のほう
が、付き合いが長く深かったのです。
　こうして、狭山市で生涯暮らすことを決め、さまざ
まな情報収集に動いていると、狭山市のよいところ
や悪いところが見えてきました。公民館のサークル
情報は、市内全域で一元化したものがなく、とても不
便さを感じました。そこで、市民の活動団体をまとめ
た冊子を作ってみると好評で、「自分が地域の方の役
に立ったのだ」と思うとうれしくなりました。自分
のためにしたことが、結果として地域の方の力にな
れた…こうした積み重ねで、私に狭山市への「ふるさ
と」としての愛着が湧いてきたのです。
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